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理事長賞

内　容

昨年より、紙媒体で体調観察票を運用していたが、紛失や提出忘れ、紙資源の無駄遣いが課題であっ

た。

そのような組織課題に対して、ＳＴ小松は、ＳＴになる前の自身のシステムエンジニアとしての経験を、組織に

活かすべく手を挙げて、データ化に取り組んだ。

ワンドライブのクラウド上に体調観察票のエクセルファイルを立ち上げ、個々人のスマホから入力、確認でき

るようになった。

出勤前に自宅でスマホから入力できるようになったことで、紙媒体の移動がなくなり、紛失することはなくなっ

た。

管理者側としては、土曜祝日など管理者不在時でも、出勤者の体調確認が自宅からできるようになってい

る。

業務効率化に加え、ペーパーレス化を推進するものとなり、コスト削減にも貢献していると考える。

介護老人保健施設　ライフサポートひなた
小松久剛（言語聴覚士/リハビリテーション部）

職員の体調観察票を個人のスマホから入力してデータが管理できるよう、システム
を構築した功績 

黒川　良輔　（理学療法士/リハビリテーション部科長）

紙媒体の体調観察票を、データ化、業務効率化、ペーパーレス化することに貢献し
たため、理事長賞に推薦する。   

功 績

推 薦 者

推 薦 理 由


